
 
甲府市社会福祉協議会 福祉ボランティア活動実践校事業 実施要領 

 

第１条 目的 

この要領は、児童・生徒の社会福祉への関心と理解を高め、ボランティア精神を養うと

ともに、家庭や地域における福祉教育と地域に根差したボランティア活動の実践を図る

福祉ボランティア活動実践校（以下「実践校」という。）事業の実施について、必要な事

項を定める。 

 

第２条 実施主体 

社会福祉法人甲府市社会福祉協議会（以下「協議会」という。）とする。 

 

第３条 実施の期間 

実施期間は、令和３年度から令和５年度までの３年とし、事業の見直し等がない限り、

３年毎に更新するものとする。 

 

第４条 実践校の指定 

実践校は、協議会が甲府市立の小・中学校及び高等学校の中から、３年の事業期間中、

一年度に限り指定するものとする。 

 

第５条 協議会の役割  

次の各号を行うものとする。 

（１）実践校の指定 

（２）事業の説明、実践校相互の情報交換等を図るための連絡会議の開催 

（３）助成金の交付事務 

（４）福祉教育に関する相談 

（５）福祉講話講師（車いすの使用者、盲導犬の同伴者等）の紹介 

（６）職員及びボランティア等の派遣 

（７）福祉体験器材の貸出 

（８）事業推進に必要な情報の提供 

 

第６条 実践校の活動 

実践校は、それぞれの学校と地域の実情に合わせて、次の各号の例示を参考にした  

活動を行うものとする。 

（１）学習活動 

・車いすの使用及び高齢者の疑似体験 

・手話、点訳、音声訳及び要約筆記等の学習 

・福祉講話の開催 

・福祉・ボランティア関係の資料等の整備 

（２）体験学習を目的とした実践活動 

・社会福祉施設等への訪問による入所者との交流や介護等の体験活動 

・体育祭、文化祭等の学校行事への高齢者、障がい児（者）等の招待 

 



（３）啓発活動 

・福祉・ボランティア活動の地域への紹介 

・校内での意識の醸成、取り組みの継承 

（４）社会福祉事業への参加・協力 

・地域におけるボランティア活動への参加 

・共同募金への協力 

・古切手、牛乳パック等の収集 

・協議会の実施する事業への参加 

（５）・その他社会福祉に関する活動 

 

第７条  助成金 

実践校への助成金は、第６条に定める活動に必要な諸謝金、旅費交通費（講師の移動

に係る経費）、消耗品費、印刷製本費及び協議会が必要と認めた経費とする。 

   ２ 助成金は、協議会の予算の範囲内で、１校につき４万円を上限に必要な経費を助成

する。 

 

第８条 助成金の申請 

助成を受ける実践校は、次の書類を協議会会長に提出する。 

（１）福祉ボランティア活動実践校事業助成金申請書（第１号様式） 

（２）福祉ボランティア活動実践校事業 事業計画・予算書（第２号様式） 

 

第９条 実績の報告 

実践校は、事業年度終了後２０日以内に、次の書類を協議会会長に提出しなければ

ならない。 

（１）福祉ボランティア活動実践校事業実績報告書（第３号様式） 

（２） 福祉ボランティア活動実践校事業取り組み内容（第４号様式） 

（３） 福祉ボランティア活動実践校事業収支決算書（第５号様式） 

（４）事業に関わる領収書（写し可） 

 

第１０条 その他  

この要領に定めるもののほか、必要な事項についてはその都度協議して定めるもの

とする。 

 

 

 附 則 

 この要領は、平成２４年４月１日から施行する。 

 この要領は、平成２６年４月１日から施行する。 

 この要領は、平成２７年４月１日から施行する。 

 この要領は、平成３０年４月１日から施行する。 

この要領は、令和３年４月１日から施行する。 


